
●問合せ：大阪文化資源魅力向上事業運営事務局　電話番号：06-6210-5397（平日9：30～17：30） メールアドレス：bunmi@jtb.com

［主催］大阪府・大阪文化芸術事業実行委員会　［協力］枚方市・特定非営利活動法人 枚方文化観光協会・枚方宿地区まちづくり協議会

HIRAKATA

演芸祭

屋今昔
枚方市

市立枚方宿鍵屋資料館
【住所】〒573-0057  大阪府枚方市堤町10-27   【アクセス】京阪本線「枚方公園駅」徒歩5分／京阪バス「枚方公園口」バス停 徒歩3分

2024年9 8月 日（日）10:00～16:00
※鍵屋資料館の入館料が
別途必要

枚方宿鍵屋資料館 主屋、枚方市、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 表示-改変禁止 2.1



ⒸExpo 2025

●市立枚方宿鍵屋資料館 公式ホームページ
　https://kagiya.hirakata -kanko.org

前方優先観覧席の事前申込み

【公式HP】https://osaka-ca-fes.jp/bunmi/「大阪文化資源魅力向上事業」ホームページにて受付

※前方優先観覧席は事前申込みが必要です。（応募者多数の場合は抽選となります） ※公演当日、空席がある場合は、事前申し込みなしでご観覧いただけますが、混雑状況等により入場を制限させてい
ただく場合がございます。 ※（鍵屋資料館入館料）一般：200円／高校生・大学生及びこれらに準ずる者：100円（学生証提示）／中学生以下：無料※今昔演芸祭会場は鍵屋資料館別棟2階となり、急な階
段のみの経路となります。階段の昇降については、スタッフ及び施設管理者の補助が出来かねますのでご理解いただいた上でご応募ください。※イベント会場敷地内は全面禁煙となります。※鍵屋資
料館には駐車場はございません。臨時駐輪場を設定予定ですが、駐輪可能台数が少ないため、出来る限り徒歩または公共交通機関での来場をお願いします。※10:00～16:00は「西見附（桜町交差点
付近）から岡本町交差点」まで交通規制区間となります。規制中は、自動車・バイク・自転車は区間内を走行することはできません。（降りて押して歩くことは可能です。） ※出演者等の都合により、予告なく
公演内容を変更する場合がございますので、予めご了承ください。

屋今昔演芸祭～市立枚方宿 屋資料館で今昔の演芸を楽しもう～
鍵屋別棟の大広間を舞台に、「今昔」をテーマとして、江戸時代に京と大坂を結ぶ京街道の宿場町として栄えた
枚方宿の歴史と重ねながら、時代により移り替わった大衆演芸をお楽しみいただきます。

【鍵屋別棟・大広間】鍵屋今昔演芸祭

※各演芸の実施時刻は演目等により多少前後します。  ※各部毎事前申し込み＋当日受付（立ち見）

ジャグリング：
もりやすバンバンビガロ
太神楽：豊来家玉之助

音曲漫才：ラニーノーズ
浪曲：真山隼人・

沢村さくら

漫才：COWCOW
落語：桂米紫

10:30～11:00

11:00～11:30

12：30～13：00
13：00～13：30

14：00～14：30
14：30～15：00

第一部

第二部

第三部

［出演者］

もりやすバンバンビガロ 豊来家玉之助 ラニーノーズ

真山隼人・沢村さくら COWCOW 桂 米紫

【鍵屋資料館周辺商店等】
鍵屋通りお散歩スタンプラリー
2024年9月6日（金）～8日（日） 

スタンプラリー抽選会

募集期間   2024年7月27日（土）14：00～8月21日（水）17：00まで

【鍵屋主屋】 くらわんか
五六市GRフェス旧田中家住宅をはじめとする

枚方市内文化財の紹介展示、
淀川舟運の魅力発信動画
の上映
大阪・関西万博のブース出展

ミニステージ開催
１回目

10：05～10：15
ジャグリング:
もりやすバンバンビガロ

2回目

11：45～12：00
音曲漫才:ラニーノーズ

枚方宿鍵屋資料館 江戸時代、京と大坂を結ぶ京街道や淀川を往来
する上で重要な場所であった宿場町「枚方宿」。「市立枚方宿鍵屋資料館」は、
そんな水陸交通の要衝であった「枚方宿」の歴史を紹介する唯一の資料館とし
て平成13年7月に開館しました。文化8年（1811）に建てられた江戸時代の町家
の姿を残す主屋は、枚方市の指定有形文化財。平成９年まで続いた料理旅館
鍵屋の歴史と、江戸幕府の公用の貨客輸送のために整備された「宿」の役割に
ついてなどの展示をしています。また、淀川舟運についての解説も。展示室の
ある別棟は、昭和3年（1928）に建てられた63畳の大広間を有する建築物で、
令和5年に国登録有形文化財に登録されています。

枚方宿くらわんか五六市 毎月第2日曜日に枚方
宿の歴史街道で開催している手づくり・こだわりの市で、毎回
約200店舗が出店します。江戸時代に東海道が京都から大坂
（大阪）まで延長された際に、枚方が東海道56番目の宿場町
「枚方宿」として、淀川の港町・商人の町として賑わったことが
「五六市」の名前の由来です。五六市の開催日に合わせ、普段
食べられない商品やメニューを販売するなど、『スペシャル』
なことをして五六市を盛り上げていただいている地元店も多々
あります。

旧田中家鋳物民俗資料館 主屋、枚方市、クリエイ
ティブ・コモンズ・ライセンス 表示-改変禁止 2.1

【 【
［参加商店］
Blau Berg
天然酵母ひねもすぱん
きしな屋
KOTODAMAYA
ほくとのおうち
ハーブティーと台湾茶「chinois tea」
KAORU COFFEE ROASTERY
ICHICARA
ノンオイル米粉シフォン「しゅわわ」
セルフ写真館「Shamoe」
アトリエ河川敷
mani café
TARYUTO
革小物 遊間
Repos de midi
Moga Joga DINING
割烹 藤
うつわとカフェ Lau
市立枚方宿鍵屋資料館
※各参加商店様の営業日・時間内にて

※自由観覧 ※ステージ時間は多少前後
します。 ※出演者の都合等により出演
者が変更となる場合がございます。

9月8日（日） 13：00～16：00
鍵屋資料館中庭にて


